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研究要旨： 

バイオテロに利用される可能性のある病原体等は感染し発症すれば非常に高

い致死率を示す物が多い。一方これらの病原体は、稀なものが多く、通常の病院

や検査機関では確定診断が困難であり、確定検査が遅れる可能性がある。バイオ

テロ対策としては、病原体の早期検知法の確立と迅速診断システムの整備が必須

である。本研究では、バイオオテロの迅速な検出を可能とし、さらに感染防止策

等の迅速な対応策の策定を可能とすることを目的として、１）特定病原体等に対

する遺伝子検出法、抗原抗体検出法、毒素迅速検出法等の迅速診断法の確立と標

準化を行った、２）網羅的検出法として、網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌検

出法、超高速ゲノム解読法の確立を行い、さらに未知の病原体等検出法、病原体

のデータベース等の開発と確立を行った、３）病理学的病原体検出法、特に免疫

組織化学的検出法、および電子顕微鏡を用いた病原体検出法の確立を行った、４）

地方衛生研究所への真菌検査技術の移転や、技術移転時における問題点も明らか

にした、５）診断検査支援のため、 ホームページを整備し、バイオテロ対応関

係機関との情報交換を密にするシステムの確立を行った。 
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Ａ．研究目的 

米国における炭疽菌芽胞混入郵便物によ

るバイオテロの後、わが国における摸倣事

件が発生した。その後対応体制が構築され、

「特定病原体等」の管理が整備された。迅

速診断法に関する基盤整備は、バイオテロ

の脅威に対抗する上で必須といえる。一次

対応機関で用いることが予想される検査キ

ットの多くは今後の検証が必要であり、病

原体等の由来を知るための塩基配列の情報

も十分公開されていない。従って、我が国

の現状に即した検査法の確立と標準化、対

応アルゴリズムをわが国独自に開発してい

くことが必要となる。バイオテロは病原体

等が散布されて患者発生までに潜伏期があ

り、さらに稀な病原体が使用されるため、

早期検知には一次医療機関の医師等への臨

床診断支援が必須である。患者検体、時に

は環境検体から原因病原微生物の迅速な検

出と同定、かつ確認のために患者の血清抗

体検査や病原体等の分離同定が必要となる。

さらに病原体の由来を知るための塩基配列

の解析とデータベースの確立も重要となる。

これまで、いくつかの病原体に対する迅速

診断法が開発されてきたが、バイオテロに

用いられる可能性のある病原体がすべて網

羅されているわけではいない。一方、スク

リーニングを目的とした網羅的検出法は特

異性等の検討がいまだ十分ではない。 

本研究の目的は以下の通りである。１）

特定病原体等に対する、遺伝子検出法、抗

原抗体検出法、毒素迅速検出法等の迅速診

断法の確立と標準化を行う。２）網羅的検

出法として、網羅的ウイルス検出法、網羅

的細菌検出法、超高速ゲノム解読法の確立

を行い、さらに未知の病原体等検出法、病

原体のデータベース等の開発と確立を行う。

３）電子顕微鏡を用いた検出法、免疫組織

化学的検出法を確立する。４）検体調整法

とスクリーニング法の普及、検査マニュア

ルの整備を行い、地方衛生研究所や検査機

関での対応と検査ネットワークの整備を行

う。５）診断検査支援のため、 バイオテロ

対応ホームページを整備し、関係機関との

情報交換を密にするシステムを確立する。

本研究により、我が国におけるバイオテロ

の迅速な検出が可能となり、バイオテロ対

策のための検査診断基盤を確立する。 

 

Ｂ．研究方法 

研究は研究代表者、研究分担者 15名の計

15 名によって行なわれた。研究においては

各人の担当分野を研究代表者が有機的に結

合づける形で遂行された。 

研究は、１）ヒト検体および環境検体を

用いた特定病原体、細菌毒素等の迅速診断

法の確立、２）病原体の網羅的検出法およ

び未知の病原体検出法の確立、３）病理学

的手法や電子顕微鏡を用いた病原体検出法

の確立、４）バイオテロ検査マニュアルの

整備および地方衛生研究所等とのネットワ

ーク確立、技術移転、５）臨床診断支援方

法の開発および有効な治療方法の確立を中

心に行った。具体的には、以下の具体的方

法で研究を遂行した。 

１）ヒト検体および環境検体を用いた特定

病原体、細菌毒素等の迅速診断法の確立 

①ウイルス特定病原体の鑑別診断法の開

発：ウイルス性出血熱、痘瘡ウイルス等の

鑑別診断の目的としたリアルタイム検出法

の改良と、各種検出機器にあわせたプロト

コールの汎用化を図る。 
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②蚊媒介性感染ウイルスの迅速検査法の確

立：等蚊媒介性感染ウイルスの迅速診断法

確立と標準化を行う。 

③人獣共通感染症の迅速診断法の開発：人

獣共通感染症（炭疽、狂犬病）等に対する

ヒト検体、野外動物検体を用いた迅速検査

診断法を確立し方法の標準化を行う。 

④鼻疽・類鼻疽迅速診断・同定法の確立：

類鼻疽菌の分離培養同定および核酸診断法、

鼻疽菌の診断法および鑑別法を確立する。 

⑤リケッチア、クラミジアの迅速診断法の

開発：リケッチア、Q熱コクシエラ、オウム

病クラミジアのreal time PCR法、Multiplex

検出系を確立する。 

⑥真菌の迅速検査法の確立：コクシジオイ

デス等真菌の迅速検出系を確立し、さらに

標準化と技術移転を行う。地方衛生研究所

への技術移転と検証を行う。 

⑦細菌毒素の迅速検出法の開発：PCR 法によ

るボツリヌス毒素のサブタイプ検出、血中

抗毒素価定量、毒素迅速検出イムノクロマ

ト法を確立し地方衛生研究所への普及をは

かる。 

２）病原体の網羅的検出法および未知の病

原体検出法の確立 

①網羅的細菌迅速診断法の確立：網羅的 PCR

法、特異抗体の作製、それらを用いた検出

系について、実証試験を行い検出系の検証

と精度管理法を確立する。 

②超高速病原体ゲノム解読システムの構築

と包括的核酸迅速診断法の確立：次世代シ

ーケンサによる超高速病原体ゲノム解読シ

ステムと炭疽菌等の日本固有株の全ゲノム

配列データベースのシステム評価を行う。

同時に未知の病原体も検出できるシステム

を構築する。 

３）病理学的手法や電子顕微鏡を用いた病

原体検出法の確立 

①ヒト病理検体の迅速診断法の開発：バイ

オテロに使用される可能性のある病原体に

対する免疫組織学的方法を確立する。 

②迅速電顕検査法の確立：ネガティブ染色

電顕で病原微生物を確認する迅速診断法の

確立と入手可能な特定病原体等のレファレ

ンス用写真リストを作製する。 

４） バイオテロ検査マニュアルの整備およ 

び地方衛生研究所等とのネットワーク確立、

技術移転 

地方衛生研究研は検査の一次対応機関で

あるが、バイオテロ病原体の検体調整法の

マニュアル作成と普及、地研で対応可能な

病原体等の検出実技研修を通して技術移転

を行う。また、地方衛生研究所間、および

国立感染症研究所、関連機関との検査ネッ

トワークを樹立する。 

５）臨床診断支援方法の開発および有効な

治療方法の確立 

①バイオテロ関連疾患の臨床診断支援法の

開発：バイオテロ対応ホームページを発展

させ、Q&Aを作製するとともに診断アルゴリ

ズムを高度化し、状況に応じた機能評価を

行う。また、臨床診断支援ネットワークを

樹立する。 

②バイオテロ対応ホームページのアップデ

ートと治療法の確立：対象疾患の追加、医

療機関や検査センターでの検査対応能力の

評価、ワクチン関連情報のアップデート、

そして抗菌薬情報の検証とアップデートを

行う。また、情報公開の方法に関する研究

開発を行う。 
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Ｃ．研究結果 

１）ヒト検体および環境検体を用いた特定

病原体、細菌毒素等の迅速診断法の確立： 

（１）新興アレナウイルスに対応可能なウ

イルス抗原検出法の開発： 

アレナウイルスの NP に高度に保存され

る部位のペプチドに対する抗体（抗peptide 

311-324 抗体）は LCMV-NP 以外のアレナウ

イルスのリコンビナント NP に強く反応し、

新種のアレナウイルスであるルジョウイル

ス、ルナウイルスにも強く反応することが

明らかになった。Authentic ウイルス抗原

を用いた検討でも、抗 peptide 311-324 抗

体旧世界アレナウイルスである MOPV, MOBV

および、新世界アレナウイルスである

Candid#1 に反応することが明らかになった。

NP の本領域を標的とした抗体は、ラッサウ

イルス、フニンウイルス等、バイオテロに

使用される可能性があるアレナウイルスを

もれなく検出できると期待できる。LCMV を

含むすべてのアレナウイルスに反応する抗

体を作製するため、新たに GP-2 ペプチドに

対する抗体を調製した。 

（２）フラビウイルス共通迅速診断法の確

立： 

フラビウイルス共通迅速診断法を開発し

様々のフラビウイルスを 1 x 10-2 から 1 x 

101(PFU/ml)の感度で検出できることがで

きた。さらに、フラビウイルス共通プライ

マーによる増幅断片の塩基配列を決定し、

その系統樹解析を行った。その結果フラビ

ウイルス共通プライマーによる増幅産物は

各ウイルスに特異的であり，その増幅産物

の塩基配列を決定することによりサンプル

中のフラビウイルスを同定できる可能性が

示唆された。 

（３）アジアで分離される炭疽菌株の遺伝

学的タイピングシステムの開発： 

モンゴルで分離された炭疽菌株に特異的

な 12 箇所の SNP (Single Nucleotide 

Pooolymorphism)を特定して 12SNP タイピ

ング法を確立した。さらに、 National 

Center for Infectious Disease with 

Natural Foci（NCIDNF）の協力を得て動物

および環境由来のモンゴル分離株を 14 株

追加して確立した 12SNP タイピングについ

て追加検討を行いモンゴル株は大きく 4 つ

のクラスターに分かれ、それぞれに地域特

性のあることが示された。 

（４）ボツリヌス菌・毒素(BoNT) の検査法

の改良： 

ボツリヌス毒素 (BoNT) を迅速簡便に検

出するために、SNAP25 と synaptobrevin を

連結した組換えタンパク質を作製した。こ

れを使用した検出法では、全ての血清型の

BoNT の検出が可能であり、精製 BoNT の場

合 A 型、E 型で数マウス LD50/ml、E 型、F

型で数十マウスLD50/ml程度の量を3時間以

内に検出することができた。この方法は精

製 BoNT に対してはマウス法に匹敵する検

出感度を示すが、検体に夾雑物が存在する

場合、検出感度が大きく低下した。 

（５）リケッチア・コクシエラ・クラミジ

アの迅速検出法の開発：  

多様な臨床症状をも示すリケッチア症に

対し，どれだけの感度，特異性をもって迅

速診断系を準備するべきか考慮する必要が

ある。その基盤を構築するため，国内の常

在リケッチアと輸入症例の多様性を検討す

るとともに，新規分離リケッチア株の全ゲ

ノム解析をこころみ，既存のリケッチア種

との比較を行うことにより，バイオテロを
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想定した場合の多様な臨床症状をも示すリ

ケッチア症に対し，SNPs 解析による迅速診

断系の可能性について検討した。また，従

来リケッチアに分類されていた Coxiella 

burnetiiは，バイオテロに使用される可能

性が議論される病原体である。既存の C. 

burnetii分離株の分子生物学的特徴を把握

することは，通常の感染でないバイオテロ

が発生した際に，迅速にその事態を明らか

にする情報となる。次世代シークエンサー

によって数種の株の全ゲノム配列を解析，

比較検討したところ，SNPｓ解析による株の

分類，同一株であるか否かの判別に利用可

能と考えられる複数の遺伝子領域を確認し

た。 

（６）バイオテロの可能性のある真菌感染

症の迅速診断法の確立： 

バイオテロに用いられる可能性のある病

原真菌として、BSL3 に分類されるコクシジ

オ イ デ ス （ Coccidioides immitis, 

C.posadasii ）、 ヒ ス ト プ ラ ス マ

（Histoplasma capsulatum）が想定される。

これらの病原真菌は感染性が高く、分離培

養で大量の分生子を飛散させる危険性があ

ることから、培養をしない検査技術が必要

とされる。喀痰などの臨床検体からヒスト

プラスマなどの高病原性真菌 DNA の検出法

を検討し、より簡便で成績の良い DNA 検出

法を開発し、バイオテロを含めた集団感染

事例が起きた際の迅速診断に役立てること

を目的とした。BSL 真菌の安全な取扱法に

ついて検討した。また、コクシジオイデス

ゲノム DNA・ヒストプラスマゲノム DNA の

検出のための様々な増幅法を検討・開発し

た。 

（７）鼻疽・類鼻疽の迅速診断法開発： 

B. pseudomallei, B. malleiは CDC のカテ

ゴリーB に指定されておりバイオテロに使

用される懸念のある細菌である。このため、

日本国内で事例が発生したときのために迅

速検出法を確立しておく必要がある。地方

衛生研究所等で検査が可能であるように、

普及している核酸検出法での確立をめざし、

LAMP (Loop-mediated isothermal 

amplification) 法 を 選 択 し 、 B. 

pseudomallei と B. mallei の LAMP 法の確

立を行った。LAMP 法は日本国内の検査に十

分な性能を持つことが明らかになった。ま

た B. mallei についてはこれまでに簡便な

核酸検出法の報告がなかったｇ、LAMP 法は

簡便に B. malleiを検出可能な方法であり、

検出感度、特異度にも問題が無い。今後、

この LAMP 法は、迅速簡便な検査法として利

用できる。 

（８）ウイルス検出のための高感度診検査

法の開発： 

バイオテロ関連病原体を迅速に，かつ，

高感度に検出するための 5’-Flap 付加

primer を用いた遺伝子検出法の診断におけ

る有用性を評価した．本研究においてリン

パ球性脈絡髄膜炎ウイルス(LCMV)，狂犬病

ウイルス(RV)，チクングニアウイルス

(CHIKV)に対する既知のプライマーを用い

た 5’-Flap 付加 primer 法の検出感度向上

について評価した．その結果 LCMV 特異的プ

ライマーに 5’-Flap 付加 primer 法を用い

たときその感度は向上した．しかしながら

RV, CHIKV に対してはその効果は認められ

なかった．Flap 配列の付加によるプライマ

ー感度の向上のメカニズムは不明であるが，

既存のプライマーに対するその効果の検討

は有用であることが示唆された。 
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（９）炭疽菌に対する消毒法の開発と標準

化に関する研究： 

炭疽菌の治療薬は抗生剤が使用可能であ

るが、人為的な薬剤耐性菌の出現に対する

備えのため、新たな作用機序をもつ抗菌物

質 の 探 索 を 行 い 、 Anti Microbial 

Peptides(抗菌性ペプチド)である豚由来の

Protegrin-1 が高い抗菌効果を示すことを

示した。 

（１０）検体の輸送等システムの整備に関

する研究： 

不明病原体による感染症発生の際に，検

体を海外から受け入れることが求められる

こともある．そこで，EU，米国等の感染症

研究機関でどのような診断体制でどのよう

な対応を行うか，また各国の診断技術につ

いて情報交換を行うため，GHSAG Unknown 

Pathogen Workshop (不明病原体感染症診断

技術に関するワークショップ)に参加した．

サンプルの送付・受取方法（輸送の遅延へ

の対応，感染性病原体の扱い）についても

システムの確立が必要である 

 

２）網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌検

出法、超高速ゲノム解読法の確立： 

（１）超高速病原体ゲノム解読システムの

構築と包括的な核酸迅速診断法の確立： 

未知病原体や変異病原体による新興感染

症の汎発流行、そしてそれらを利用したバ

イオテロなどの危険性は近年社会的不安の

一つとして認識されつつある。バイオテロ

病原体を網羅的かつ迅速に配列解読するこ

とは最も的確なアプローチの一つと考える。

次 世 代 ゲ ノ ム シ ー ケ ー ン サ ー

（Next-generation DNA sequencer: NGS）

のパフォーマンスを用いて WHO 指定バイオ

テロ病原体のゲノム配列及び変異情報デー

タベースを充実させ、有事において迅速に

対応出来る体制を整えることを目的とした。 

感染研ゲノムセンターでは病院、地方衛生

研究所等でも情報解析できるよう、ネット

ワーク経由で病原体鑑別するための情報解

析パイプライン(Metagenomic Pathogen 

Identification pipeline for Clinical 

specimen: MePIC) を開発し Web情報解析サ

ービスを開始した。バイオテロ病原体の臨

床分離株のゲノム情報を活用し、ゲノムワ

イドな SNPs 検索と分子系統樹作成も可能

にするシステム Global core-Genome SNPs 

Analysis (GcoGSA)を開発し、現在、炭疽菌

（Bacillus anthracis） のみ Web 解析サー

ビスを開始した（関係者のみの運用予定）。 

順次、他カテゴリーA 病原体であるペスト

菌、野兎病菌、コクシエラ、類鼻疽菌、ボ

ツリヌス菌のゲノム情報を用いた GcoGSA

を展開していく。 

（２）細菌性バイオテロに対する迅速同定法･

診断法およびワクチンの開発： 

マウス肺炭疽モデルにおいて現行ワクチ

ンの主成分である PA に比べ優れた防御効

果を示す EA1 を同定し、EA1 が次世代炭疽

ワクチンの候補分子として有用である可能

性を示唆した。植物由来毒素であるリシン

の検出系に利用できる特異抗体を得ること

に成功した。バイオテロに使用される可能

性の高い複数の細菌毒素に対する免疫学的

迅速同定法の開発に必要な抗原、抗体、免

疫学的迅速同定法の作製を行った。特にコ

レラ毒素に対しては特異性の高いイムノク

ロマトの作製を完了した。リアルタイム PCR

と比べ約 10-100 倍感度が高く、目視により

検体入手から約 1 時間で多検体項目をスク
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リーニング可能な検出法を開発した 

 

３）病理学的手法や電子顕微鏡を用いた病

原体検出法の確立： 

（１）病原体の病理学的検出法の確立：病

理学的解析のためのオリゴプローブを用い

た in situ 遺伝子検出系： 

バイオテロに使用される可能性のある病

原体をホルマリン固定パラフィン包埋され

た病理組織中に検出する方法について検討

した。1 年目は免疫組織化学で腸管出血性

大腸菌感染症の剖検例の糸球体および腸管

組織にベロ毒素を検出することを試みた。

また、オリゴヌクレオチドプローブを用い

た高感度で特異性の高い in situ 遺伝子検

出系である迅速 in situ hybridization-AT 

tailing（ISH-AT）法を簡便化・迅速化した。

この迅速 ISH-AT 法により重症熱性血小板

減少症候群（SFTS）の剖検組織および実験

的 SFTS ウイルス感染細胞に重症熱性血小

板減少症候群ウイルスを検出した。また中

東呼吸器症候群コロナウイルスの in situ

検出系も国内ヒト感染例の発生に備えて確

立した。 

（２）病原体の電子顕微鏡学的迅速検出法

の確立： 

バイオテロに使用される可能性のある病

原体等を中心とした電子顕微鏡を用いた迅

速検出法の確立を目的とする。具体的には、

電子顕微鏡学的検査法の標準手順法の見直

しと改良を行い、実施者の教育訓練法の手

順と記録を整備した。また、細菌の迅速検

出法の確立のために、バイオテロ関連細菌

を中心にレファレンス標本の作製を行った。

また、検査従事者の教育訓練法の一つとし

て Robert Koch 研究所によるウイルスの透

過型電子顕微鏡診断法技術の外部評価に参

加した。 

 

４）バイオテロ検査マニュアルの整備およ

び地方衛生研究所等とのネットワーク確立

と技術移転： 

バイオテロ関連特定病原体の中の真菌感

染症に主眼を置き検査法の習熟を計った。

一般真菌の網羅的スクリーニング検査検出

キットを用いて、健康危機発生時対応を想

定のもと、操作性、精度等の評価と共に真

菌検査法に慣れた。また、真菌感染症の中

で、最も致死率の強いコクチジオイデスを

対象に病原体の網羅的検出法の構築と操作

性、そして問題点の解析を行った。この問

題点の解決を目的に最終年度には、国立感

染症研究所真菌部とともに、研究協力員の

実技研修を行い、検出技術の向上を図った。 

実技研修は、真菌感染症による健康危機

発災時には、地方衛生研究所の各ブロック

における研究協力員が指導的立場で危機対

応を完遂させることを可能にするためのも

のである。また作成された「バイオテロ対

策病原性真菌検査マニユアル」はバイオテ

ロの可能性のある真菌検査検査対応の一助

になる。 

 

５）臨床診断支援方法の開発および有効な

治療方法の確立 

（１）バイオテロ関連疾患の臨床診断支援

方法の開発：バイオテロ関連感染症の臨床

診断と治療： 

生物テロに関連する疾患について、イン

ターネット上で手軽に情報を得ることを目

的とした『生物テロ関連疾患の診断・検査・

治療マニュアル』のホームページを作成後、
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ICD を対象に実施したアンケート結果や全

国の感染症専門家から寄せられた意見を参

考にして修正とアップデートを行ってきた。

2011～12 年には 20 疾患を追加、2013 年に

は新たに感染症法に基づく特定病原体等

(三種)に指定された重症熱性血小板減少症

候群（SFTS）など 2 疾患を加え、これによ

り一種から三種の病原体すべてと四種病原

体の大部分を網羅することができた。今後

とも各病原体（疾患）の最新情報の追加を

行い、迅速かつ正確に情報提供を行えるよ

うホームページの更新作業を進めていく方

針である。さらにバイオテロ診断支援の一

環として、関連各施設・機関との連携体制

の構築について具体的方法を検討した。 

具体的には、これまでに本研究において

作成していた、 (1) ウイルス性出血熱、(2) 

ウエストナイル熱・脳炎、(3) Q 熱、(4) 狂

犬病、(5) コクシジオイデス症、(6) SARS、

(7) 消化管感染症、(8) 多剤耐性結核、(9) 

炭疽、(10) 天然痘、(11) 鼻疽・類鼻疽、

(12) ブルセラ症、(13) ペスト、(14) ボツ

リヌス症、(15) 野兎病の各項目について、

アンケート調査等によって全国から寄せら

れた意見を参考して細かな修正をおこなう

とともに、最新の情報を追加した。平成 23

年度以降に以下の 25 疾患を追加した：(1) 

西部ウマ脳炎、(2) 東部ウマ脳炎、(3) ベ

ネズエラウマ脳炎、(4) ダニ媒介性脳炎、

(5) ヘンドラウイルス感染症、(6) リッサ

ウイルス感染症、(7) 日本脳炎、(8) 南米

出血熱、(9) オムスク出血熱、(10) キャサ

ヌル森林病、(11) リフトバレー熱、(12) ハ

ンタウイルス感染症、(13) Ｂウイルス症、

(14) ニパウイルス感染症、(15) レプトス

ピラ症、(16) 発疹チフス、(17) チクング

ニア熱、(18) ロッキー山紅斑熱、(19) サ

ル痘、(20) 黄熱、(21) 回帰熱、(22) 急性

灰白髄炎、(23) デング熱、(24) 日本紅斑

熱リケッチア、(25) 重症熱性血小板減少症

候群（SFTS）。執筆は全国から選定した感染

症専門家に依頼し、“目で見て理解する”要

素を重視し図表等も数多く示した。また各

疾患の追加・修正のみならず、総論の内容

についても病原体の管理や輸送に関する最

新の情報を記載した。 

（２）各医療機関のバイオテロ対策を支援

するための方策： 

国内の医療機関の多くは感染防止対策加

算をきっかけとしてさらなる院内感染対策

の充実をはかり、さらに新型インフルエン

ザに対する対策も BCP 作成を含めて進展し

てきている。しかしバイオテロに関する医

療機関の準備状況はまだほとんどなされて

いない施設が大半を占めており、さらなる

対応策が必要と考えられる。本研究におい

ては、医療機関向けのバイオテロ対策のガ

イドラインを作成し、具体的な対策の指針

を示すことを主な目的とした。平成 23 年度

は全体としての位置付けや方向性を確認し、

平成 24 年度は、バイオテロ対策ガイドライ

ンの基本骨格を作成した。さらに平成 25 年

度は新型インフルエンザ対策に向けた BCP

作成のガイドライン等を参考にして、さら

にたたき台となる案を作成した。今後、関

連する多くの感染症診療に関するガイドラ

インの内容と比較しながら、相互の内容に

矛盾が生じないように、さらに検討を行う。 

 

Ｄ．考察 

バイオテロにおいては患者発生まで潜伏

期間があることから、一次医療機関で感染
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症として疑われ臨床診断が行われる可能性

が高い。従って、患者検体を用いての迅速

検査、病原体等の分離同定、および血清抗

体検査、あるいは時に環境検体を用いた病

原体検出が必要である。さらに病原体の由

来を知るためにゲノムデータの整備も重要

となる。これまで、いくつかのバイオテロ

関連病原体等について迅速診断法の開発、

マニュアル作製がなされてきた。しかし、

個別病原体に関しても、バイオテロに用い

られる可能性のある病原体がすべて網羅さ

れているわけではいない。一方、スクリー

ニングを目的とした網羅的検出法は特異性

等の検討がいまだ十分ではなく、検査ネッ

トワーク整備、さらに病原体の由来の追跡

や未知の病原体等への対応に問題を残して

いる。ホームページを活用した診断支援法

の最新情報への改訂作業とともに、実際の

対応体制の整備も十分とはいえない。 

本研究では、一次対応者や対応機関を支

援する目的で最新情報を提供し、緊急時に

事件や環境ないし臨床検体からバイオテロ

関連病原体等を短時間に検出同定する実験

室診断法の開発や病原体ゲノムデータベー

スの作製および検査診断機関のネットワー

ク化を行った。 

バイオテロに利用される恐れのある病原

微生物によって引き起こされる疾患は、現

在のわが国ではみることのないものがほと

んどであり、臨床医の多くがそれらの病態

に対する知識はなく、また診療疾患対象と

しての関心も有していないのが現状である

と思われる。一方で、病原診断法やワクチ

ンの開発に関しては、主に基礎系の研究者

によって研究開発が国内外で行われている。

ホームページの作成にあたっては、一般の

臨床医が容易に理解できるような工夫をお

こなうとともに、広い見識を有する感染症

専門家から最新の知見を加えながら常に最

新の情報を提供することが重要である。ま

た、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に

代表される新興感染症などに対して迅速な

情報提供も極めて重要である。このような

背景に基づき、国内のインフェクションコ

ントロールドクター（ICD）を対象としたア

ンケート調査結果に基づく改訂作業に加え、

全国の感染症専門家によって組織された研

究協力者からの意見を参考した改訂作業を

実施した。これにより迅速性や情報の正確

性などを備えた有益なホームページの整備

がなされた。 

バイオテロに対しては、実質的にまだ具

体的な準備は何もなされていない医療機関

が大半を占めているのが現状である。今後、

医療機関が是非取り組まなければいけない

課題のひとつになると思われる。ガイドラ

インが完成したとしても、実際に事案が起

こると、社会的な混乱を生じる可能性が高

く、行政機関、警察、消防など、各種機関

との連携は欠かせない。その意味において

も、本ガイドラインを完成させるにあたり、

今後、関係機関との調整も必要になるもの

と思われる。 

一方、海外との検体共有等も重要になる

可能性がある。Global Health Security 

Action Group (GHSAG),Unknown Pathogen 

Workshop に参加することにより、検体の国

際輸送に際して課題があることが明らかに

なった。バイオテロが疑われる事象が発生

した場合，不明病原体の国際輸送が必要と

なる可能性もある．このプロセスを進める

ことを可能とするその対策を講じておく必
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要がある。 

 

Ｅ．結論 

バイオテロの迅速な検出を可能とし、さ

らに、感染防止策等の迅速な対応策の策定

を可能とすることを目的として、以下の 5

項目に関して研究を行った。１）特定病原

体等に対する、遺伝子検出法、抗原抗体検

出法、毒素迅速検出法等の迅速診断法の確

立と標準化を行った。２）網羅的検出法と

して、網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌

検出法、超高速ゲノム解読法の確立を行い、

さらに未知の病原体等検出法、病原体のデ

ータベース等の開発と確立を行った。３）

病理学的、また電子顕微鏡を用いた病原体

検出法、免疫組織化学的検出法の確立を行

った。４）地方衛生研究所への真菌検査の

技術移転を行い、併せて技術移転時におけ

る問題点も明らかにした。５）診断検査支

援のため、 ホームページを整備し、バイオ

テロ対応関係機関との情報交換を密にする

システムの確立を行った。 
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辺俊平、大松勉、下田宙、前田健、福間藍

子、吉河智城、谷英樹、下島昌幸、西條政

幸、明石博臣、吉川泰弘、久和茂、森川茂 

フィリピンのコウモリからの重症熱性血小

板減少症候群ウイルスに反応する抗体の検

出 第 61 回日本ウイルス学会学術集会、

2013 年 11 月 10－12 日、神戸 

 

宇田晶彦、福士秀悦、加来義浩、吉河智城、

下島昌幸、新倉綾、井上智、安藤秀二、前

田健、西條政幸、森川茂 マダニからの SFTS

ウイルス遺伝子の検出 第 61 回日本ウイ

ルス学会学術集会、2013年11月10－12日、

神戸 

 

下島昌幸、福士秀悦、谷英樹、吉河智城、

福間藍子、谷口怜、前田健、高橋徹、西條

政幸 重症熱性血小板減少症候群ウイルス

に対する ribavirin の in vitro 増殖抑制効

果 第 61 回日本ウイルス学会学術集会、

2013 年 11 月 10－12 日、神戸 

 

新倉綾、福士秀悦、森川茂、山田靖子 リ

フトバレー熱ウイルス L 蛋白のポリメラー

ゼ機能における C末端領域の重要性 第 61

回日本ウイルス学会学術集会、2013 年 11

月 10－12 日、神戸 

 

福士秀悦、谷英樹、吉河智城、谷口怜、福

間藍子、緒方もも子、下島昌幸、森川茂、

西條政幸 ナイジェリアにおけるリフトバ
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レー熱の血清疫学 第 61 回日本ウイルス

学会学術集会、2013 年 11 月 10－12 日、神

戸 

 

高橋徹、前田健、亀井敏昭、水谷哲也、下

島昌幸、福士秀悦、谷英樹、吉河智城、森

川茂、長谷川秀樹、中島典子、鈴木忠樹、

永田典代、片野晴隆、山岸拓也、大石和徳、

西條政幸 重症熱性血小板減少症候群

(SFTS)の日本における初症例 第 61 回日

本ウイルス学会学術集会、2013 年 11 月 10

－12 日、神戸 

 

大野秀明, 宮﨑義継. 中枢神経系感染症の

遺伝子診断の進歩-真菌性脳髄膜炎の遺伝

子診断-（シンポジウム）. 第 54 回日本神

経学会学術大会. 5月 29-6月 1日, 2013年, 

東京.  

 

大野秀明, 大久保陽一郎, 金子幸弘, 田辺

公一, 梅山 隆, 山越 智, 亀井克彦, 渋谷

和俊, 宮﨑義継. Cryptococcus gattii 感

染症の病態解析（シンポジウム 4）. 第 57

回日本医真菌学会総会・学術集会. 9 月

27-28 日, 2013 年, 東京.  

 

中島典子、佐藤由子、片野晴隆、長谷川秀

樹 新しい迅速 in situ ゲノム検出法の感

染病理への応用 第 102 回日本病理学会総

会(札幌)2013 年 6 月 

 

片野晴隆、佐藤由子、中島典子、福本瞳、

鈴木忠樹、黒田誠、長谷川秀樹 病理検体

からの不明病原体検出法の最先端 第 102

回日本病理学会総会(札幌)2013 年 6 月 

 

中島典子、片野晴隆 シンポジウム３病原

体の新しい診断法： 定量的PCRによるウイ

ルスの網羅的検出法と病理検体への応用 

第18回日本神経感染症学会(宮崎)2013年10

月 

 

黒田誠、関塚剛史、竹内史比古。Deep 

sequencing 法による野兎病菌 Francisella

感染症の腋窩部膿瘍の網羅的病原体検索第

85 回日本細菌学会・総会  長崎市 2012

年 3 月 

 

谷英樹、伊波興一朗、谷口怜、吉河智城、

福士秀悦、西條政幸、森川茂 シュードタ

イプ VSV を用いたルジョウイルスの細胞侵

入機構の解析 第 60 回日本ウイルス学会

学術集会、2012 年 11 月 13-15 日、大阪 

 

谷口怜、佐山祐輔、永田典代、飯塚愛恵、

谷英樹、吉河智城、福士秀悦、西條政幸、

久和茂、森川茂  レストンエボラウイルス

自然感染カニクイザルにおける免疫応答の

解析 第 60 回日本ウイルス学会学術集会、

2012 年 11 月 13-15 日、大阪 

 

福士秀悦、新倉 綾、谷 英樹、吉河智城、

伊波興一朗、谷口 怜、緒方もも子、西條

政幸、森川 茂 日本のマダニ類における

新種のブニヤウイルス（SFTSV）保有調査と

SFTSV 血清学的診断法の開発 第 60回日本

ウイルス学会学術集会、2012 年 11 月 13-15

日、大阪 

 

安藤秀二：リケッチア感染症について～つ

つが虫病，日本紅斑熱を中心に，輸入症例

（海外のトピックス）を含めて，平成 24 年
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度動物由来感染症技術研修会，2012 年 11

月 2日，東京 

 

岸田直樹，安藤秀二，久保光司；北海道で

初めての診断となった国内 5 例目となる

African Tick Bite Fever の一例，第 61 回

日本感染症学会東日本地方会学術集会，

2012 年 10 月 10 日～12 日，東京 

 

大屋賢司，黒田誠，関塚剛史，奥田秀子，

安藤秀二，福士秀人；動物クラミジアを検

出する LAMP 法の開発．第３０回日本クラミ

ジア研究会，平成 24 年 9月 8日，東京 

 

藤澤智美，藤田博己，角坂照貴，安藤秀二，

高野愛，小笠原由美子，川端寛樹，清島真

理子；Rickettsia africae による旅行者感

染の一例，第 20 回ダニと疾患のインターフ

ェース，平成 24 年 7 月 6～8 日，徳島県阿

南市 

 

安藤秀二，山内悠子，竹下望，藤澤智美，

清島真理子，堀田剛，清水恒広，高城一郎，

岡山昭彦，阪本直也，中村ふくみ，大西健

児；実験室診断で経験した多様なリケッチ

ア症，第 86 回日本感染症学会，平成 24 年

4月 25～26 日， 長崎 

 

高城一郎，金子裕美，坂口翔太，川口剛，

宮内俊一，梅北邦彦，上野史朗，楠本規生，

長友安弘，安藤秀二，岡山昭彦；インドか

らの輸入感染症と考えられた新規リケッチ

ア症の一例，第 86 回日本感染症学会，平成

24 年 4月 25～26 日， 長崎 

 

中島隆弘，清水恒広，堀田剛，安藤秀二；

南アフリカ滞在中に感染し来日後に発症し

た地中海紅斑熱のブラジル人症例，第 86 回

日本感染症学会，平成24年 4月25～26日， 

長崎 

 

安藤秀二，小笠原由美子：2011 年に経験し

た多様な輸入リケッチア症，第 18 回リケッ

チア研究会，大阪，平成 24 年 2月 12 日 

 

大野秀明, 田辺公一, 杉田 隆, 畠山修司, 

大久保陽一郎, 金子幸弘, 梅山 隆, 山越 

智, 金城雄樹, 渋谷和俊, 亀井克彦, 宮﨑

義継. 北米流行型 Cryptococcus gattii株の

病原性、病原因子の解析-国内臨床分離株を

中心に-. 第 86 回日本感染症学会総会・学術

講演会. 4 月 25-26 日, 2012 年, 長崎.  

 

渋谷和俊, 大久保陽一郎, 大野秀明, 宮﨑

義継, 田辺公一, 金子幸弘, 山越 智, 梅山 

隆, 安藤常浩, 若山 恵. Cryptococcus 

gattii感染症における病理組織学的解析. 

第 86 回日本感染症学会総会・学術講演会. 4

月 25-26 日, 2012 年, 長崎.  

 

木村雅友, 大野秀明, 梅山 隆, 宮﨑義継. 

アスペルギルスとクリプトコックスによる

肺混合感染の 2手術例. 第 56 回日本医真菌

学会総会・学術集会. 11 月 10-11 日, 2012

年, 東京.  

 

大久保陽一郎, 大野秀明, 篠崎 稔, 宮﨑義

継, 根本哲生, 若山 恵, 栃木直文, 笹井大

督, 石渡誉郎, 中山晴雄, 下平佳代子, 田

辺公一, 金子幸弘, 梅山 隆, 山越 智, 職 

玉珠, 北原加奈子, 山本慶郎, 渋谷和俊. 

マウス肺クリプトコッカス症モデルを用い
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た感染防御ならびに構築変換の解析. 第 56

回日本医真菌学会総会・学術集会. 11 月

10-11 日, 2012 年, 東京. 

 

安藤秀二，リケッチア症，第 6 回輸入感染

症講習会，東京，平成 23 年 9月 24 日 

 

大野秀明、大川原明子、田辺公一、金子幸

弘、梅山 隆、山越 智、泉川公一、藤井 

毅、竹村 弘、岸 一馬、河野 茂、宮﨑

義継. 日本国内で分離された Cryptococcus

属臨床分離株の血清型解析と抗真菌薬に対

する感受性動向. 第 60 回日本感染症学会

東日本地方会学術集会、第 58 回日本化学療

法学会東日本支部総会合同学会、山形、2011 

(10 月) 

 

田辺公一、大野秀明、金子幸弘、梅山 隆、

山越 智、金城雄樹、杉田 隆、畠山修司、

亀 井 克 彦 、 渋 谷 和 俊 、 宮 﨑 義 継 . 

Crypotococcus gattii国内分離株の病原因

子解析. 第 60 回日本感染症学会東日本地

方会学術集会、第 58 回日本化学療法学会東

日本支部総会合同学会、山形、2011 (10 月) 

 

梅山 隆、大野秀明、田辺公一、山越 智、

宮﨑義継. 標準化 MLST 解析法を用いたわ

が国のクリプトコックス属臨床分離株の分

子疫学解析. 第 55 回日本医真菌学会学術

集会、東京、2011 (10 月) 

 

大野秀明、田辺公一、金子幸弘、梅山 隆、

山越 智、杉田 隆、畠山修司、亀井克彦、

渋谷和俊、宮﨑義継. 本邦初の北米流行型

Cryptococcus gattii 臨床分離株の実験的

病原性解析. 第 55 回日本医真菌学会学術

集会、東京、2011 (10 月) 

 

田辺公一、大野秀明、梅山 隆、山越 智、

宮﨑義継. 日本とタイにおける遺伝子検

出法を用いた環境生息ヒストプラスマ属の

検出. 第 55 回日本医真菌学会学術集会、東

京、2011 (10 月) 

 

大野秀明、田辺公一、梅山 隆、金子幸弘、

山越 智、宮﨑義継. クリプトコックス・

ガッティ（Cryptococcus gattii）. 衛生微

生物技術協議会 第 32 回研究会、東京、

2011（6月）  

 

大野秀明、田辺公一、杉田 隆、畠山修司、

金子幸弘、梅山 隆、山越 智、亀井克彦、

宮﨑義継. 国内で初めて分離された VGIIa

型 Cryptococcus gattii 株の薬剤感受性と

病原性についての検討. 第 59 回日本化学

療法学会総会、札幌、2011（6月） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

    なし 

２．実用新案登録 

  なし 

３．その他 

  なし 


